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第７回「漢語橋」世界大学生中国語コンテスト

東日本地区予選大会実施要項

１．コンテスト実施の目的

「漢語橋」世界大学生中国語コンテストは海外で中国語を学習している外国人学生に対し、「中国語」を通じて中国社会や中国文化への理解を深め、さらには世界中の若者同士が相互理解を図れるよう、中国国家中国語国際推進指導グループ弁公室が2002年から毎年行うものです。今年は「情熱オリンピック・エンジョイ中国語」を主題として開催します。
２．開催時期と会場

　日　時：2008年5月11日（日）13：00～18：00（予定）
　会　場：工学院大学新宿キャンパス３階　URBAN TECH HALL
　　　　

３．参加資格(次のいずれにも該当する者)

　(1)原則として３０歳以下（応募時）

(2)大学または大学院に在籍する者

　(3)日本国籍を有し、且つ中国語を母語としない者

４．コンテスト課題テーマ等

　(1)暗誦による中国語のスピーチ(３分)…「情熱オリンピック・エンジョイ中国語」をメインテーマとし、タイトルは各自
　　　　　　　 設定する。

　(2)質疑応答(２分程度)……中国に関する知識

　(3)中国文化技芸の披露(３分)

　　例１)中国歌曲、中国舞踊、中国芸能、中国楽器、中国武術実演

例２)書道、水墨画、切り紙は作品２点を持参し、当日実技披露
５．審査

　審査基準

上記４.(1)~(3)の評価を総合して審査を行う。

　審査委員

　審査委員長：古川　裕(大阪大学教授、世界漢語教学学会副会長、中国語教育学会会長)
審　査　員：主催者側代表数名による
６．表彰

(1)１等賞２～３名

予選１等賞の２～３名は東日本代表として中国の主催者側に推薦します。選抜された方は中国側の招待により６月18日(水)～7月25日(金)に行われる第７回「漢語橋」世界大学生中国語コンテスト本大会（準決勝、決勝）に出場します。
(2)２等賞　若干名
３等賞　若干名
(3)参加賞　全員に授与します
７．応募方法【必着：消印無効】

(1) 　下記の書類を５月３日(土)までに桜美林大学孔子学院に郵送。

(2) エントリー用紙(所定用紙)

(3) スピーチ原稿(中国語によるもの)

(4) スピーチを録音した媒体資料(カセットテープ、MD、CD、DVDいずれか)

(5) 在学証明書または学生証の写し(学生証の写しを提出した者はコンテスト当日必ず学生証を持参すること)

８．その他

※応募者が２０名を超えた場合は、提出書類による一次審査を行い、コンテスト予選大会の出場者を選出する。
　※応募者に以下の２種類の資料を送付する。

・第７回「漢語橋」世界大学生中国語コンテスト本大会用実施要項（中国語版）

・中国に関する基礎知識参考資料（中国語版）

・漢語橋　　　　http://www.chinesebridge.org/
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お問い合わせ・応募先





〒194-0294　東京都町田市常盤町３７５８


桜美林大学孔子学院事務室


第7回「漢語橋」世界大学生中国語コンテスト


東日本地区予選大会実行委員会事務局


TEL：０４２－７０４－７０２０　FAX：０４２－７０４－７０２４
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